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　社会人としてのスタートを自動車業界で切り、趣味のレザーク

ラフトでの仕事を経て「TRITON MOTORS」を創業した数馬代

表。社名は、海が近い立地から海の神様である「トリトン」、そ

してお客様や車を「もてなす」という意味の英語「treat」にな

ぞらえられている。そうした思いから外観・内装は女性でも訪れ

やすいカフェのような空間づくりを心がけ、一人ひとりの顧客を

大切にした事業を展開。代表は「自動車に関して困ったことがあ

れば、『ちょっと相談しに行こう』と思ってもらえるようなお店

であることが理想です」と、自身の仕事への思いを語ってくれた。

今後についても支店を出したりすることは考えず、地元の人々が

気軽に集まれる憩いの場をつくっていきたいとのこと。車が生活

必需品である石川県において、数馬代表はこれからも末永く人々

の生活の足を支えていくことを誓ってくれた。
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　芸大卒の田中塾長が約 10 年の教員生活を経て兵庫県姫路市に

開校した対話型個別指導塾、「イストアカデミー」。同塾は“対話

型”とあるように、生徒との対話を通じてコミュニケーション能

力と学力の向上を目指しているのが特長だ。「生徒さんに理解さ

せるのではなく、我々がまず生徒さんのことを理解する。そのう

えで一人ひとりの目標を設定していきます」。このように個々と

しっかり向き合えるのは、「先生 1 人につき生徒 2 人まで」とい

う個別指導塾ならでは。それでいて比較的リーズナブルなのも親

御さんにとって嬉しいかぎりだ。「これからも生徒の“成績”と“個

性”を伸ばす取り組みをしていきたいですね。志を同じくする講

師陣と共に、生徒一人ひとりを目標達成に導いていきます」と田

中塾長。これからも教育への熱い情熱を持ち続けながら、子ども

たちの未来を輝かせるための活動をし続けてくれるに違いない。
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　自動車整備士の免許を持ち、自動車ディーラーで輸入車・国産

車の販売に携わってきたという、自動車に縁の深い人生を歩んで

きた「関西車輌」の志藤代表。2013 年にオープンした同店では

通常の自動車販売や車検に加え、福祉車両への改造、運転補助装

置の取り付けなども手がけている。メーカーや使用者のニーズに

よって特徴が大きく異なる福祉車両だが、「関西車輌」ではメー

カーを問わず対応。これまでに培ってきた経験や、利用者を重視

したワンストップサービスの姿勢が評価され、オープン以来、紹

介によって多くの顧客が仕事を任せてくれているとのことだ。志

藤代表は組織の未来について「信頼できるスタッフを集めて事業

を大きくし、ゆくゆくはまた別の事業の可能性も模索していきた

い」と語る。その根幹となる自動車事業の発展によって、これか

らも人々のカーライフを支えていってくれることだろう。
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　「考える力、夢をかなえる力、あきらめない心」を身につけて

ほしいというコンセプトのもと、2014 年 7 月に開校された「ソ

ウシン秋浜教室」。オーダーメイド型の個別学習塾としてパソコ

ンで学べる教材を取り入れ、小学生から中学生までの指導にあ

たっている。代表を務める吉本氏は「学校の先生よりも距離が近

い、子どもたちにとって一番身近な大人でありたい」と指導に際

しての思いを語り、一人ひとりの子どもたちに真摯に向き合う。

中には自らの夢を話してくれる子もいるとのことで、代表はそう

した子に向けて夢を実現するための道筋を示し、学習のモチベー

ションを高めている。「子どもたちには、自分で進むべき道を決め、

それに向かって考えていってほしいんです」。押しつけではなく

自らが主体的に考える力を養う指導は、学力だけでなく将来へと

つながる人間力をも育んでいってくれることだろう。

121


